
 
多文化共生意識の啓発、国際理解の推進に関する事業実績及び 

平成 31（2019）年度の事業実施予定について 

 

 

１ 事業実績（主なもの） 
 
① 市民向け多文化共生意識の啓発 

 
◆平成 28年度 

   内 容：「異文化を知れば、日本がわかる」青年海外協力隊 ドミニカ共和国冒険談 
   講 師：JICA 多摩地区デスク 国際協力推進員 山田 優 氏 

参加者：29 人 
主 催：八王子国際協会 

 
◆平成 29年度 

   内 容：「外国人も日本人も一緒に子育て」 
   講 師：イクリスしんじゅく 代表 安藤 陽子 氏 
       多文化子育て MulCulnoWA 代表 マダワラ 真由子 氏 

参加者：15 人 
 

◆平成 30年度（平成 31年 3 月 2日実施予定） 
内 容：「外国にルーツを持つ子どもの学びのために」 

   講 師：ＹＳＣグローバル・スクール 統括コーディネーター 田中 宝
い

紀
き

 氏 
 

 
② 小中学校における国際理解教育（主催：八王子国際協会） 

 
年度 学校数 実施回数 外国人参加者数 参加生徒数 

平成 28 年度 5 校 5 回 20 人 409 人 
平成 29 年度 3 校 4 回 20 人 316 人 
平成 30 年度 

（平成 31年 1月現在） 
4 校 4 回 9 人 584 人 

  
 
③ 教員向け国際理解教育（夏季パワーアップ研修） 

 
◆平成 28年度 

内 容：「オリンピック・パラリンピック教育をふまえた多文化共生教育とは」 
実施日：平成 28年 7月 27 日（火） 
講 師：帝京大学教育学部 教授 中山 京子 氏 
参加者：60 人 

 
◆平成 29年度 

内 容：「多文化共生時代の国際理解教育―移民学習の理論と実践」 
実施日：平成 29年 8月 3 日（木） 
講 師： 中央大学文学部 教授 森茂 岳雄 氏 
参加者：51 人 

 
◆平成 30年度  

内 容：「平和・人権・寛容の心を育む国際理解教育」 
実施日：平成 30年 7月 30 日（月） 
講 師：都留文科大学 非常勤講師 西村 美智子 氏 
参加者：57 人 
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２ 平成 31（2019）年度の実施予定事業（新規） 

 

（１）多文化共生意識啓発期間における啓発事業 

 

ア 概要 

平成 30 年 3 月に策定した「多文化共生推進プラン（改定版）」の基本目標の一つである

「国際感覚豊かな市民を育むまちの実現」を達成するため、多文化共生意識啓発期間（1

か月程度）を設け、ポスター掲示やイベントの集中実施により、効果的に市民の多文化共

生意識の醸成を図る。 

 

イ 内容案 

（ア）多文化共生意識啓発期間を設定し、期間中のイベントの案内等を含めた周知ポスタ

ー、チラシを作成し、掲示・配布 

（イ）多文化共生意識啓発パンフレットを作成し、八王子国際交流フェスティバル等で配布  

（ウ）多文化共生ワークショップを 2 回実施 

  （エ）外国人の受入れをテーマにした講演会の実施 

（オ）広報はちおうじへの特集記事掲載 

  （カ）図書館での「多文化共生」「国際理解」等をテーマにした図書展示 

 

 

（２）多文化共生意識啓発のための映像制作 

 

ア 概要 

      平成 30 年 3 月に策定した「多文化共生推進プラン（改定版）」の基本目標の一つである

「国際感覚豊かな市民を育むまちの実現」を達成するため、身近にいる外国人市民が活躍

している様子やインタビューなどにより日本人市民が外国人市民を親しみやすく感じるこ

とが出来る動画を作成・活用し、市民の国際理解の推進を図る。 

 

イ 内容案 

 

     ・外国人が増えていることがわかるまちの状況 

・学校の様子（日本語学級や国際理解教育など） 

・外国人留学生が活躍している様子 

     ・外国人市民の活躍の様子 

・活躍している外国人市民へのインタビュー 

     ・外国人市民の支援をしている様子 

     ・外国人市民の支援をしている人へのインタビュー 

・海外友好交流都市との交流の様子 

     ・海外で活躍する人などからのメッセージ 

   ウ 活用方法 

      市のホームページ、Facebook、各種イベントでの上映、DVD 貸出 など 


